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	 講演題目：海洋生態系における炭素循環と微生物群集の相互作用

	 講演者名：永田　俊（東京大学海洋研究所） 

	講演の概要

海洋の表層で年間に生産される有機炭素の総量は約５０ギガトンと推定されており、陸上生態系における一次生産量にほぼ匹敵する。ところが、バイオマスを比較すると、海洋の一次生産者の総炭素量は、森林バイオマスの１００分の１程度である。つまり、海洋の生物バイオマスの回転速度は、陸域に比べて著しく速いことになる。一方、人類が化石燃料の燃焼によって排出する二酸化炭素量は年間約７ギガトンであり、そのうち約３ギガトンが大気中に蓄積し、のこりの４ギガトンは陸域と海洋にそれぞれ半分ずつ吸収されていると推定されている。陸域の場合は、バイオマスや土壌に炭素が「貯留」されるというのはイメージとして浮かべやすいが、海洋の場合は、いったい、どこに、どのような仕組みで炭素が吸収されていくのだろうか？これは直感的にはよくわからないことである。海洋生態学や生物地球化学における今日的な課題群の多くが、多かれ少なかれこの基本的な問題に関わっている。われわれは、南北太平洋における広域的な観測研究や、微生物食物連鎖系の炭素動態の実験的研究を通して、海洋炭素循環の機構解明に関する研究を行っている。これらの研究の結果、意外なことに、ウィルスが炭素循環の制御要因として重要な役割を果たしていることがわかってきた。本講義では、炭素循環を制御する微生物システムの多様性と働きを中心に、最近の話題を紹介する。
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